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論文内容要旨
目 的
 脈絡膜循環は交感神経,副交感神経,感覚神経の3っによる神経支配を受けている。交感神経
 に関しては,その主な働きは欠陥収縮作用であることが知られている。しかし,副交感神経およ
 び感覚神経に関しては,いまだに不明な点が多い。本研究では,ネコ眼球後部の副交感神経を電
 気刺激することによって副交感神経性の脈絡膜血流増加反応が起こるかどうかを研究することを
 目的とした。
方法
 塩酸ケタミン(30mg/kg,im)にて導入麻酔,ベントバルビタールナトリウム(30mg/kg,iv)
 にて維持麻酔をし,挿管した後に,臭化パンクロニウム(0.4mg/kg,iv)で非動化し人工呼吸
 器に接続したネコ20匹(体重2.0-4.7kg,平均3.3kg)を用いて,レーザードップラー血流計に
 より経強膜的に脈絡膜血流の測定を行った。電気刺激はO-40V,2ms,10-40Hz,10secで行っ
 た。交感神経成分の反応に対してはアドレナリン受容体遮断薬であるフェントラミン(3.Omg/
 kg,iv)を使用して遮断した。また,感覚神経成分はPolymodalC線維に対する脱感作薬キャ
 ブサイシン(1%)を神経線維に滴下塗布することで遮断した。さらに刺激点として1)短い毛
 様体神経の部位(A)と,2)感覚神経が存在しないとされる毛様体神経節と副毛様体神経節間
 (B)の二つの部位(A),(B)を選択した。神経節との関係をみるために自律神経節遮断剤であ
 るヘキサメンニウム(3mg/kg,iv)を用いた。さらに,一般的な副交感遮断剤であるアトロピ
 ン(0.1mg/kg,iv)の影響も調べた。
結果
 1)短毛様体神経(A)の刺激12例において脈絡膜血流の増加反応を9例(内8例はフェント
 ラミン処置により)で記録し,その内4例から刺激強度反応曲線を得た。キャブサイシン滴下後
 に血流増加反応の量は少なくなった(キャブサイシン滴下前に比べて33.65±18.16%)が,増加
 反応は必ず残った。ヘキサメソニウム投与後とアトロピン投与による影響はみられなかった。
 2)感覚神経のないとされる毛様体神経節と副毛様体神経節間(B)の刺激8例においても脈絡
 膜血流の増加反応を7例(内3例ではフェントラミン投与後に)記録し,その内5例から刺激強
 度反応曲線を得た。ヘキサメソニウム投与による影響はみられなかった。
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結語
 フェントラミンの投与後および,キャブサイシンの神経塗布後に起こった脈絡膜血流増加反応
 はアトロピン抵抗性の副交感神経(節後線維)性によるものと考えられた。以上より,眼球後部
 を副交感神経線維が,感覚神経や交感神経とともに伴走し,眼球に達していることが生理学的に
 初めて証明され,しかも脈絡膜血流増加作用を有することが示された。
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 審査結果の要旨
 眼内循環のそのほとんどは脈絡膜循環である。この循環の持つ生理学的な意味は,過去にもそ
 の血流量の多さや動脈血と眼外に排泄される静脈血との間に酸素消費が殆どない点から様々な興
 味が持たれてきた。また,その循環障害によって発生する網脈絡膜疾患は,臨床的に重要な意味
 を持っている。その脈絡膜循環の神経支配は,当然交感神経,副交感神経,感覚神経によって行
 われていることは予測され,かっアプローチのしゃすい交感神経の影響については多くの研究が
 なされてきた。しかし副交感神経支配とその持つ生理学的な意義については不明な点が多く,ほ
 とんど研究がなされていない。本論文は,猫を用いて眼球後部の副交感神経を露出し,電気刺激
 することによって脈絡膜血流量に対する影響をレーザードプウラー血流計で測定した。その結果,
 短毛様体神経すなわち副交感神経の刺激により脈絡膜血流が増加することを発見し,更に毛様体
 神経節と副毛様体神経節間の刺激においても脈絡膜血流の増加反応が示された。この部位は感覚
 神経が含まれていないとされており,副交感神経により血流増加が見られることが明らかになっ
 た。著者は更にキャブサイシンを投与することによって,感覚神経をブロックしその影響を見て
 にる。これらの血流反応を観察する場合に,一緒に走っている交感神経の影響を除くためα遮断
 剤であるフェントラミンを用いたり,感覚神経の逆電動性興奮をブロックするためにキャブサイ
 シンを用いる等の薬物学的な工夫を凝らして副交感神経性の成分を抽出している。また,副交感
 神経を遮断した場合の影響もアトロピン投与によって観察している。いづれの場合にも副交感神
 経刺激により血流の増加反応が観察され,これらは過去に報告のない脈絡膜循環に対する副交感
 神経の影響をみたものであり,十分な博士論文としての価値がある。
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